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本稿は拙稿「宮沢賢治文学における地学的想像力（１）－珪

化木（１）および礪瑠一（｢文学部紀要２１－２、文教大学、平

２０．３）の続稿で、宮沢賢治と珪化木・木化蛋白石との関係に

ついてさらに追究する。主に、賢治が木化蛋白石を採取したと

される岩谷堂での調査結果、また、岩谷堂と同じ稲瀬層である

花巻市矢沢高松産珪化木の調査結果をもとに、賢治が夢見た珪

化木蛋白石のく印材〉としての可能性などを実証的に考察する。

ThepresentessayisasequeltoEarthScienceImagination

inMiyazawaKenji（１）－petrifiedwood（１）andagate-

(BulletinoftheFacultyofLanguageandLiterature,No.21-2,

BunkyoUniversity,Mar2008),andcontinuesaninvestigation

intotherelationshipbetweenMivazawaKenjiandpetrified

wood/ｗｏｏｄｏｐａＬＡｎｅｍｐｉｒｉｃａｌｉｎｑｕｉｒｙｉｓｍａdemtothe

possibilityofpetrifiedwood/woodopalKenjidreamedofas

materialformanufacturingpersonalseal(JapaneseINKANl

basedprimarilybothonthefindingsachievedfromafield

surveyatlwayad6whereKenjiissaidtohavecollectedwood

opal，ａｎｄonaparticularpieceofpetrifiedwoodunearthed

fromtheInaseStratumatYasawaTakamatsUHanamaki

City,ｔｈｅｓａｍｅｓｔｒａｔｕｍａｓｔｈｅｏｎｅａｔｌｗａｙａｄ6．
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宮沢賢治文学における地学的想像力（二）
－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

童
話
「
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
は
、

ば
け
も
の
世
界
を
舞
台
と
し
た
話
で
あ
り
、
主
人
公
の
ペ
ン

ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ
ム
は
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か

ら
世
界
裁
判
長
に
出
世
す
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
出
世

し
た
主
人
公
が
、
ば
け
も
の
世
界
長
の
官
邸
に
挨
拶
に
行
く

場
面
で
あ
る
。

世
界
長
の
存
在
は
化
け
物
世
界
で
も
っ
と
も
高
い
地
位
と

マ
マ

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
世
界
長
が
「
中
世
代
の
礪
瑠

木
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
深
い
設
定
だ
と
私
は
考

え
て
い
る
。

「
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
に
は
、

実
に
奇
妙
な
お
化
け
が
さ
ま
ざ
ま
登
場
す
る
。
そ
の
中
で
な

一
、
璃
璃
木

ば
け
も
の
世
界
長
は
、
も
う
大
広
間
の
正
面
に
座
っ

て
待
っ
て
ゐ
ま
す
。
世
界
長
は
身
の
た
け
百
九
十
尺
も

→Ｕ『も

あ
る
中
世
代
の
璃
瑠
木
で
し
た
。

マ
マ

ぜ
「
中
世
代
の
瑠
璃
木
」
が
、
お
化
け
世
界
の
「
長
」
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
物
語
が
基
本
的
に
荒
唐
無
稽

な
世
界
で
あ
り
、
作
者
に
と
っ
て
は
単
な
る
思
い
付
き
の
レ

ヴ
ェ
ル
だ
と
主
張
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
こ
こ
に
地
学

的
視
点
を
入
れ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
推
論
も
成
り
立
ち

う
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
「
瑠
璃
木
」
と
は
、
分
類
と
し
て
は
〈
珪
化
木
〉

の
範
嶬
で
、
〈
木
が
石
に
化
け
た
も
の
〉
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
鴉
瑠
木
」
の
〈
化
け
物
〉
世
界
で
の
居

住
が
可
能
な
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
〈
化
け
物
〉
世
界
の

「
長
」
と
遇
さ
れ
る
に
は
、
根
拠
が
い
ま
だ
暖
昧
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
の
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
「
礪
璃
木

（
珪
化
木
）
」
の
成
因
で
あ
る
。
中
生
代
に
お
い
て
は
、
あ
り

ふ
れ
た
一
本
の
木
で
あ
っ
た
も
の
が
、
死
を
経
て
璃
璃
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
生
代
（
か

り
に
今
か
ら
一
億
年
前
と
し
よ
う
）
に
は
、
た
だ
の
〈
木
〉

で
あ
っ
た
も
の
が
、
火
山
活
動
の
活
発
化
の
た
め
、
火
山
灰

や
砂
礫
な
ど
に
埋
ま
り
、
珪
酸
質
を
含
ん
だ
熱
水
に
さ
ら
さ

れ
、
気
の
遠
く
な
る
年
月
を
か
け
、
地
中
深
く
潜
み
、
つ
い

153

(24）



文教大学言語と文化第20号

集
）
の
詩
句
を
挙
げ
一

れ
る
こ
と
と
宗
教
性

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

に
そ
の
身
を
瑞
瑠
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
「
鴉
瑠
木
」
に
は
、

身
を
火
や
熱
に
投
じ
て
供
養
す
る
と
い
う
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
釈

迦
前
世
護
）
風
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
礪
瑠
の
世
界
長
は
、
釈
迦
が
悟
り
を
完
成
し
黄
金
の
身
体

を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
響

き
あ
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
、
賢
治
は
ま
た
そ
の
こ
と
に
意

識
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

傍
証
と
し
て
、
詩
「
樺
太
鉄
道
」
ｓ
春
と
修
羅
』
第
一

集
）
の
詩
句
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
、
灼
（
焼
）
か

れ
る
こ
と
と
宗
教
性
（
大
乗
仏
教
）
と
の
関
係
が
暗
示
さ
れ

（
灼
か
れ
た
馴
鹿
の
黒
い
頭
骨
は

線
路
の
よ
｝
」
の
赤
砂
利
に

ご
く
敬
虚
に
置
か
れ
て
ゐ
る
）

（
一
言
い
ら
の
樺
の
木
は

焼
け
た
野
原
か
ら
生
え
た
の
で

み
ん
な
大
乗
風
の
考
え
を
も
っ
て
ゐ
る
）

焼
け
た
野
原
か
ら
生
え
た
樺
の
木
が
「
大
乗
風
の
考
え
」

マ
マ

を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
中
世
代
の

マ
マ

鴫
瑠
木
」
に
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
「
中
世
代
の
砺
瑠
木
」
と

い
う
素
材
は
、
賢
治
の
地
学
的
知
見
に
よ
り
、
宗
教
（
大
乗

仏
教
）
的
意
味
合
い
が
付
き
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

作
品
に
登
場
す
る
珪
化
木
は
、
「
ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ

ン
・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
の
み
だ
が
、
書
簡
に
は
「
岩
谷
堂

産
・
木
化
蛋
白
石
」
の
こ
と
が
記
き
れ
て
い
る
。

木
化
蛋
白
石
と
は
珪
化
木
の
一
種
で
あ
る
が
、
砺
瑠
化
し

た
珪
化
木
と
異
な
っ
て
、
蛋
白
石
（
オ
パ
ー
ル
）
化
し
た
珪

化
木
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

木
化
蛋
白
石
と
い
う
呼
び
名
は
、
三
・
ａ
○
℃
巴
の
訳
語

で
あ
る
。
大
正
五
年
四
月
発
刊
の
鈴
木
敏
編
『
宝
石
誌
」

（
恩
文
閣
）
に
は
、
「
木
化
蛋
白
石
三
ｇ
Ｑ
ｏ
冨
一
」
の
項

に
「
樹
木
の
有
機
物
は
珪
酸
液
の
樛
入
に
依
り
蛋
白
石
化

せ
ら
れ
、
之
を
切
り
琢
磨
せ
ば
木
目
を
現
し
、
装
飾
に
用

二
、
木
化
蛋
白
石

２
日

５
２
１
１



宮沢賢治文学における地学的想像力（二）
－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

ひ
美
観
を
呈
す
る
も
の
あ
り
、
タ
ス
マ
ニ
ァ
の
ホ
バ
ー
ト

国
・
宮
再
甸
牙
利
の
ク
レ
ム
ニ
ッ
ッ
毒
の
曰
已
百
北
米
の
コ

ロ
ラ
ド
○
・
｝
・
円
己
○
等
は
著
名
の
産
地
に
し
て
、
我
国
又
其

産
地
に
乏
し
か
ら
ず
、
岩
代
安
達
郡
二
本
松
、
磐
城
石
川
郡

石
川
山
、
豊
前
田
川
郡
津
濃
等
に
あ
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。ま
た
］
少
冨
向
の
。
□
・
□
シ
ｚ
シ
の
ク
ロ
ロ
の
○
四
勺
目
閂
ご
ロ

三
Ｈ
ｚ
ロ
届
シ
Ｐ
○
］
田
〃
（
四
門
目
国
ｐ
Ｃ
Ｈ
Ｂ
Ｈ
ｏ
ｚ
ご
］
←
）
に

は
、
二
・
・
□
○
℃
巴
と
し
て
「
二
・
・
□
ロ
の
国
回
の
□
ご
・
Ｃ
昌
一

の
○
日
の
ご
日
の
の
８
一
一
の
□
｝
］
岳
○
二
一
の
ミ
ヶ
の
ロ
の
宮
・
菖
后
ロ
ゴ
○
・
号

の
宮
口
ロ
貝
の
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
〈
オ
パ
ー
ル
に
よ
っ

て
石
化
し
た
木
、
木
の
構
造
を
現
し
て
い
る
場
合
、
時
と
し

て
リ
ソ
ク
シ
ル
と
呼
ば
れ
る
。
〉
と
い
っ
た
内
容
だ
が
、
こ

の
本
は
、
賢
治
が
大
正
七
年
〔
六
月
〕
の
父
政
次
郎
宛
書

簡
中
、
仙
台
の
古
本
屋
で
「
デ
ナ
箸
鉱
物
学
教
科
書
」

を
「
新
価
格
」
「
八
、
○
○
円
」
の
と
こ
ろ
を
「
古
価
格
」

「
五
、
○
○
円
」
で
購
入
し
た
、
と
報
告
し
て
い
る
そ
の
デ
ナ

の
書
と
推
定
さ
れ
る
。

賢
治
が
東
京
小
川
町
の
水
晶
堂
や
金
石
舎
に
持
ち
込
ん
だ

木
化
蛋
白
石
は
、
〈
岩
谷
堂
〉
で
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
書
簡
の
記
述
か
ら
分
か
る
が
、
賢
治
は
、
岩
谷
堂
の

ど
こ
か
ら
木
化
蛋
白
石
を
採
取
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

岩
谷
堂
付
近
に
露
出
し
て
い
る
稲
瀬
層
と
よ
ば
れ
る
地
層
か

ら
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
「
江
刺
市
誌
』
第
一
巻
、
通
史

篇
「
江
刺
の
自
然
」
の
「
（
３
）
新
生
界
」
「
１
第
三
系
」
の

項
を
参
考
に
、
稲
瀬
層
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
項
目
執
筆
者
は
中
田
剛
氏
で
あ
る
。

（
二
稲
瀬
層
は
、
地
質
学
の
時
代
区
分
で
い
う
、
新
生
界
・

第
三
系
・
中
新
統
（
’
一
一
○
○
万
年
～
二
五
○
○
万

年
前
）
に
属
し
、
海
底
火
山
活
動
に
よ
っ
て
出
来
た

も
の
で
、
安
山
岩
・
安
山
岩
質
集
塊
岩
を
主
体
に
、

凝
灰
岩
・
凝
灰
岩
質
砂
岩
お
よ
び
礫
岩
な
ど
か
ら

成
っ
て
い
る
。

（
二
）
稲
瀬
層
は
、
北
上
川
東
岸
一
帯
に
分
布
。
市
内
稲
瀬

一
一
一
、
賢
治
と
岩
谷
堂

１
１

５
恥
１
く
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賢
治
が
岩
谷
堂
に
行
っ
た
こ
と
を
示
す
確
実
な
証
拠
は
、

大
正
六
年
〔
八
月
〕
二
十
八
日
の
日
付
を
持
つ
保
阪
嘉
内
宛

の
葉
書
で
あ
る
。
賢
治
は
葉
書
表
に
「
岩
谷
堂
町
に
て
」
と

記
し
、
裏
に
「
今
日
当
地
へ
来
ま
し
た
。
あ
し
た
か
ら
十
日

ば
か
り
歩
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暫
く
毎
日
御
便
り
致
し
ま
す
。

を
中
心
に
、
北
は
矢
沢
か
ら
市
内
田
原
に
至
り
、
東

西
約
一
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
。

（
三
）
稲
瀬
層
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
・
ブ
ナ
、
メ
タ

セ
コ
イ
ヤ
の
葉
の
植
物
化
石
や
、
カ
ガ
ミ
貝
・
ソ
デ

貝
・
ノ
ム
ラ
ナ
ミ
貝
・
マ
テ
貝
な
ど
の
貝
化
石
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
葦
な
ど
の
植
物
化
石
が
混
入
し
て

お
り
、
稲
瀬
層
が
浅
海
に
堆
積
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

（
四
）
岩
谷
堂
重
染
寺
八
甲
道
路
崖
、
根
岸
、
梁
川
、
等
の

稲
瀬
層
中
か
ら
良
質
の
珪
化
木
が
、
発
見
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
セ
コ
イ
ヤ
セ
ン
パ
ー
ビ
レ
ン
ス
の

珪
化
木
で
あ
り
、
メ
ノ
ウ
化
し
て
い
る
。

今
日
は
ま
だ
あ
ま
り
気
が
進
み
ま
せ
ん
か
ら
こ
れ
で
失
礼
し

ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。
夏
休
み
期
間
を
使
っ
て
、
友
人
の

高
橋
秀
松
、
工
藤
又
治
と
一
緒
に
、
江
刺
郡
一
帯
の
地
質
調

査
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。

書
簡
で
賢
治
ら
の
足
取
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

す
で
に
、
宮
城
一
男
の
「
宮
沢
賢
治
の
生
涯
１
石
と
土
へ
の

夢
‐
」
（
筑
摩
書
房
、
昭
弱
．
ｕ
）
や
井
上
克
弘
の
『
石
っ

こ
賢
さ
ん
と
盛
岡
高
等
農
林
ｌ
偉
大
な
風
景
画
家
宮
沢
賢

治
ｌ
」
（
平
４
．
５
）
に
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
参
考

に
な
る
。

八
月
三
十
一
日
は
、
岩
谷
堂
と
い
う
町
か
ら
五
キ
ロ

た
も
や
ま

南
下
し
た
羽
田
村
の
田
茂
山
、
九
月
一
一
日
に
は
山
深
い

い
で

ひ
と
か
く

伊
手
村
、
九
月
一
二
日
に
は
米
里
村
の
人
首
。
こ
こ
で
、

保
阪
と
の
通
信
は
切
れ
る
が
、
そ
の
後
一
行
は
、
五
輪

た
れ
や
ま

峠
か
ら
種
山
へ
と
向
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
最
初
の
予
定
ど
お
り
と
す
れ
ば
、
九
月
八
日
前
後

に
帰
花
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
地
質
調
査
の
目
的
は
、
北
上
山
地
を
構
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宮沢瞬治文！);fにおける地学的想像力（二）
－基礎篇・珪化水（Ⅱ）－

な
ぜ
岩
谷
堂
町
が
、
地
質
調
査
の
最
初
の
地
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
岩
谷
堂
町
が
江
刺
郡

の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
岩
谷
堂

町
は
、
北
上
川
を
用
い
た
水
運
業
の
一
大
集
積
地
で
あ
っ
た
。

当
然
、
宿
泊
上
の
都
合
が
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

葉
書
を
出
し
た
翌
日
（
二
十
九
日
）
と
翌
々
日
（
三
十
日
）

の
両
日
岩
谷
堂
町
に
滞
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
岩
谷
堂
地

区
そ
れ
自
体
を
地
質
調
査
の
目
的
地
の
一
つ
と
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
宮
城
の
推
定
す
る
「
中
生

代
～
古
生
代
の
岩
石
や
地
層
を
見
る
こ
と
」
だ
け
が
目
的
で

は
な
く
、
新
生
代
・
稲
瀬
層
の
観
察
や
そ
こ
に
埋
ま
っ
て
い

る
珪
化
木
の
採
取
も
、
予
定
の
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生

じ
る
よ
う
に
思
う
。

稲
瀬
（
火
山
岩
）
層
と
い
う
地
学
的
名
称
の
成
立
は
、
昭

成
す
る
中
生
代
～
古
生
代
の
岩
石
や
地
層
を
見
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
種
山
高
原
が

一
帯
が
最
終
目
的
地
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
宮
城
一
男
箸
『
宮
沢
賢
治
の
生
涯
１
石
と
士
へ
の
夢
ｌ
』
）

ち
ょ
う
ぜ
ん
じ

和
一
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
岩
谷
堂
の
重
染
寺
峡
谷
は
人

首
川
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
稲
瀬
層
の
絶

好
の
観
察
地
で
あ
り
、
賢
治
に
と
っ
て
地
学
的
興
味
を
誘
う

場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
江
刺
の
地
学
」
（
江
刺
市

教
材
セ
ン
タ
ー
・
江
刺
理
科
教
育
研
究
会
、
昭
妬
）
に
、
重

染
寺
地
区
の
地
学
的
特
徴
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
次

に
引
用
す
る
。

こ
の
辺
一
帯
を
重
染
寺
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
両

方
切
り
立
っ
た
高
い
崖
に
な
っ
て
い
る
。
葛
西
氏
（
江

刺
氏
）
が
こ
の
辺
一
帯
を
天
然
の
堅
固
な
要
害
と
見
て

柄
杓
ヶ
城
を
構
え
た
の
も
む
く
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
重
染
寺
の
谷
間
は
、
国
見
断
層
（
北
上
市
の
南

東
か
ら
岩
谷
堂
増
沢
雲
南
田
に
至
る
北
西
か
ら
南
東
方

向
の
断
層
）
の
影
響
、
作
用
を
受
け
な
が
ら
、
人
首
川

の
流
水
が
、
稲
瀬
火
山
岩
層
を
長
い
時
間
か
け
て
削
り

取
っ
て
で
き
た
オ
ウ
コ
ク
（
横
谷
）
（
川
が
横
切
っ
て

で
き
た
谷
）
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
普
通
の
谷
は

縦
谷
で
あ
っ
て
、
江
刺
に
お
い
て
も
横
谷
は
珍
し
く
責
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重
な
存
在
で
あ
る
。

（
中
略
）

重
染
寺
峡
谷
の
地
層
上
部
、
稲
瀬
火
山
岩
層
の
な
か

に
良
質
の
メ
ノ
ウ
化
し
た
セ
コ
イ
ア
・
セ
ン
パ
ー
ビ
レ

ン
ス
の
珪
化
木
が
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
附
近
か
ら
は
、

一
般
に
多
量
に
産
出
す
る
。
又
同
じ
く
上
部
砂
岩
層
中

か
ら
は
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
葉
、
広
葉
樹
の
葉
の
化
石

が
、
多
量
に
産
出
す
る
。

重
染
寺
の
崖
（
切
り
通
し
）
を
見
る
と
（
後
掲
の

ル
ー
ト
マ
ッ
プ
参
照
）
上
部
よ
り
カ
ザ
ン
カ
ク
レ
キ

ガ
ン
（
火
山
角
礫
岩
）
、
カ
ザ
ン
レ
キ
ギ
ョ
ウ
カ
ィ
ガ

ン
（
火
山
礫
凝
灰
岩
）
、
ギ
ョ
ウ
カ
イ
カ
ク
レ
キ
ガ
ン

（
凝
灰
角
礫
岩
）
、
火
山
礫
凝
灰
岩
、
ギ
ョ
ウ
カ
イ
ガ
ン

（
凝
灰
岩
）
、
凝
灰
角
礫
岩
の
層
の
順
に
堆
積
し
た
地

層
が
露
出
し
て
い
る
。
便
利
な
場
所
で
も
あ
り
、
珪
化

木
、
化
石
、
稲
瀬
火
山
岩
等
、
地
層
の
学
習
ヶ
所
と
し

て
、
ま
こ
と
に
好
適
で
あ
る
。

重
染
寺
切
り
通
し
は
、
大
東
亜
戦
争
直
後
に
完
成
し

た
も
の
で
、
対
岸
を
通
っ
て
い
た
県
道
が
こ
の
場
所
に

移
り
、
市
街
地
も
裏
町
化
し
た
形
に
一
変
し
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

道
路
開
発
以
前
の
重
染
寺
峡
谷
は
、
も
っ
と
も
っ
と

谷
巾
が
せ
ま
く
、
稲
瀬
火
山
岩
の
奇
岩
怪
岩
が
、
川
岸

に
迫
り
、
そ
の
姿
が
、
枝
ぶ
り
の
良
い
樹
木
と
と
も

に
、
水
面
に
影
を
お
と
し
、
幽
谷
の
観
を
呈
し
て
い
た
。

（
道
路
掘
削
工
事
は
、
岩
谷
堂
国
民
学
校
に
師
団
本
部

を
置
い
た
、
八
甲
部
隊
の
兵
士
達
が
、
そ
の
任
に
あ

た
っ
た
の
で
、
こ
の
切
り
通
し
を
「
八
甲
切
り
通
し
」

と
い
う
。
）
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江刺巾岩谷堂付近のルートマップ （高嶋徳夫氏原図と一郎修正）
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現
在
は
人
首
川
の
両
岸
に
道
路
が
あ
る
が
、
大
正
時
代
は

片
側
だ
け
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
図
１
「
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」
に

示
さ
れ
る
稲
瀬
層
の
露
頭
は
、
戦
争
中
の
道
路
工
事
に
よ
り

現
れ
た
も
の
で
、
賢
治
が
そ
れ
を
観
察
し
た
可
能
性
は
な
い
。

そ
の
露
頭
も
現
在
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
吹
き
付
け
ら
れ
、

露
頭
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に
、
賢
治
の
頃
は
、

川
岸
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
稲
瀬
層
の
露
頭
が
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
珪
化
木
を
採
取
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

別
稿
（
前
出
）
で
す
で
に
取
り
上
げ
た
こ
と
だ
が
、
大
正

七
年
十
二
月
の
父
政
治
郎
宛
書
簡
に
見
え
る
「
岩
谷
堂
木

化
蛋
白
石
二
個
」
は
、
こ
の
地
質
調
査
（
大
正
六
年
八

月
）
の
折
り
に
採
取
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
「
木

化
蛋
白
石
」
と
い
う
表
記
が
、
前
出
「
江
刺
の
地
学
』
の

「
良
質
の
メ
ノ
ウ
化
し
た
」
と
い
う
記
述
と
内
容
的
に
合
致

し
て
い
る
点
が
見
逃
せ
な
い
。
「
木
化
蛋
白
石
」
は
オ
パ
ー

ル
化
し
た
珪
化
木
の
こ
と
で
あ
り
、
「
良
質
の
メ
ノ
ウ
化
し

た
」
珪
化
木
も
実
は
、
「
メ
ノ
ウ
」
で
は
な
く
、
「
メ
ノ
ウ
」

の
よ
う
に
見
え
る
「
オ
パ
ー
ル
」
の
こ
と
で
あ
る
。
樹
種
と

し
て
は
「
セ
コ
イ
ア
・
セ
ン
パ
ー
ビ
レ
ン
ス
」
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
の
地
層
に
は
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
（
針
葉
樹
）
や
ク
ヌ

ギ
・
ナ
ラ
（
広
葉
樹
）
な
ど
の
化
石
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、

賢
治
の
採
取
し
た
珪
化
木
の
樹
種
に
関
し
て
は
確
定
的
な
こ

と
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
こ
の
附
近
か
ら
は
、
一
般
に
多
量

に
産
出
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
賢
治
の
採
取
し
た
木

化
蛋
白
石
が
岩
谷
堂
の
「
重
染
寺
峡
谷
の
地
層
上
部
、
稲
瀬

火
山
岩
層
」
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
性
の
高
い

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

き
て
、
賢
治
は
こ
の
木
化
蛋
白
石
を
印
材
用
と
し
て
東
京

の
宝
石
店
（
水
晶
堂
）
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
板
谷
英
紀
が
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
「
蛋
白
石
」
自
体
は
印
材
に
適
さ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
（
賢
治
書
簡
の
こ
と
ｌ
注
・
鈴
木
）
で
印
材
用

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
パ
ル
は
も
ろ
く
て
と
て
も

彫
り
物
の
材
料
に
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
す
ぐ
後
に
木
化

蛋
白
石
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
珪
化
木
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板
谷
は
、
「
木
化
蛋
白
石
」
を
「
珪
化
木
」
と
読
み
替
え

る
こ
と
に
よ
り
、
蛋
白
石
の
も
ろ
さ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

と
、
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
板
谷
の
推
定
に
は
難
点
が
あ
り
賛
成
が
で
き
な

い
。
蛋
白
石
化
せ
ず
石
英
（
玉
随
）
化
し
た
珪
化
木
な
ら

ば
、
硬
度
は
水
晶
と
同
じ
で
あ
り
、
印
材
に
適
す
可
能
性
を

残
す
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
海
外
産
の
珪
化
木
や
国
内
産
で
も

板
谷
の
い
わ
ん
と
す
る
よ
う
な
珪
化
木
の
存
在
す
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に
い
っ
た
場
合
、
単
に
石
英
化

の
こ
と
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
珪
化
木
と
い
う

の
は
大
古
の
樹
木
の
遺
骸
に
珪
酸
を
含
ん
だ
水
が
し
み

込
ん
で
石
化
し
た
も
の
で
、
硬
さ
も
か
な
り
あ
り
ま
す

し
磨
け
ば
よ
く
光
り
ま
す
か
ら
印
材
に
は
向
く
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
外
国
で
は
テ
ー
ブ
ル
板
や
ブ
ッ
ク
エ
ン

ド
な
ど
に
よ
く
使
い
ま
す
の
で
、
原
石
屋
の
広
告
に
も

己
の
亘
面
＆
言
。
。
□
と
か
の
】
］
］
８
（
の
ロ
ゴ
。
。
□
と
い
っ
た
名

前
が
の
っ
て
い
ま
す
。

『
賢
治
博
物
誌
』
（
れ
ん
が
書
房
新
書
、
昭
別
・
７
）

し
た
「
珪
化
木
」
は
美
観
の
上
で
印
材
と
し
て
適
さ
な
い
こ

と
が
多
く
、
商
品
に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
珪
化
木
で
あ
る

こ
と
が
必
ず
し
も
〈
印
材
〉
と
し
て
適
し
て
い
る
と
い
う
保

証
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
岩
谷
堂
産
の
場
合
、
や
は
り
、

美
し
い
色
彩
を
も
つ
蛋
白
石
化
し
た
珪
化
木
で
あ
る
こ
と
を

条
件
に
加
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
賢
治
自
身
、
珪

化
木
で
は
な
く
木
化
蛋
白
石
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
蛋
白
石
（
オ
パ
ー
ル
）
化
し

た
珪
化
木
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
に
「
も
ろ
い
」
の
で
あ
り
、

印
材
に
は
適
さ
な
い
と
な
る
。

私
見
と
し
て
は
、
賢
治
の
採
取
し
た
木
化
蛋
白
石
が
、
ど

の
程
度
蛋
白
石
（
オ
パ
ー
ル
）
化
し
た
珪
化
木
で
あ
っ
た
か
、

と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
一
口
に

木
化
蛋
白
石
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
多
種
多
様
で
あ
る
。

賢
治
の
採
取
し
た
木
化
蛋
白
石
は
、
ど
の
程
度
蛋
白
石
化
し

た
珪
化
木
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
同
じ
岩

谷
堂
か
ら
産
出
し
た
珪
化
木
の
標
本
を
数
多
く
調
査
し
、
比

較
・
検
討
の
資
料
と
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

５
⑳

４
３
１
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私
が
調
査
・
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
岩
谷
堂
産
珪
化
木

は
、
六
点
（
写
真
１
～
６
）
、
そ
の
他
参
考
に
な
る
も
の
が

二
点
（
写
真
７
，
８
）
で
あ
る
。
岩
谷
堂
産
の
珪
化
木
の
特

徴
は
、
通
常
目
に
す
る
珪
質
化
（
石
英
化
）
し
た
地
味
な
も

の
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
標
本
の
ほ
と
ん
ど
が
蛋
白

石
化
し
た
美
し
い
珪
化
木
で
あ
り
、
『
江
刺
の
地
学
』
の
執

筆
者
が
「
メ
ノ
ウ
」
化
し
た
と
表
現
し
た
気
持
ち
が
よ
く

理
解
で
き
る
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
が
、

「
メ
ノ
ウ
」
は
石
英
の
極
め
て
細
か
い
粒
子
か
ら
な
る
も
の

で
、
「
オ
パ
ー
ル
」
と
は
成
分
が
異
な
っ
て
お
り
、
木
化
蛋

白
石
が
メ
ノ
ウ
化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

写
真
１
～
５
は
見
事
に
蛋
白
石
化
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く

印
材
用
と
し
て
は
「
も
ろ
く
て
」
向
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
蛋
白
石
化
は
科
学
的
分
析
を
経
た
も

の
で
な
い
た
め
、
最
終
的
な
結
論
で
は
な
い
。
本
来
は
科
学

的
分
析
（
偏
光
顕
微
鏡
で
の
薄
片
観
察
や
Ｘ
線
回
折
分
析
な

ど
）
を
行
っ
て
判
断
す
べ
き
だ
が
、
写
真
１
～
４
は
「
江

刺
郷
土
文
化
館
」
の
所
有
、
写
真
５
，
６
は
栗
谷
川
寛
衛
氏

（
盛
岡
サ
イ
エ
ン
ス
）
所
有
の
事
情
が
あ
り
、
標
本
を
削
る

必
要
の
あ
る
科
学
的
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
個
人
的
に
は
蛋
白
石
化
し
た
珪
化
木
に
関
し

て
か
な
り
の
数
を
扱
う
経
験
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
他
の
標

本
を
国
立
科
学
博
物
館
に
依
頼
し
科
学
的
分
析
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
り
、
お
お
よ
そ
を
判
断
す
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
い
う
と
、

写
真
６
は
蛋
白
石
化
し
て
お
ら
ず
、
石
英
化
し
た
タ
イ
プ
の

珪
化
木
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
印
材
用
の
硬
度
と
し

て
は
十
分
と
推
定
さ
れ
る
が
、
印
材
の
美
的
要
素
を
満
た
さ

ず
、
商
品
に
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

写
真
７
は
私
が
岩
谷
堂
の
稲
瀬
層
の
崖
か
ら
採
取
し
た
も

の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
理
由
で
か
珪
化
が
途
中

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
柔
ら
か
な
状
態
で
崖
の
中
腹

に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
写
真
８
は
、
岩
谷
堂
か
ら

ほ
ど
近
い
藤
里
地
区
か
ら
の
も
の
。
地
層
は
岩
谷
堂
産
と
同

じ
稲
瀬
層
で
あ
り
、
岩
谷
堂
産
と
同
質
の
可
能
性
が
高
い
と

判
断
で
き
る
。
藤
里
の
珪
化
木
は
、
巨
大
で
立
ち
木
の
ま
ま

の
出
土
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
岩
手
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
金
網
小
屋
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、
写
真
は

４
１

４
銘
１
１
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－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

金
網
越
し
に
珪
化
木
の
内
部
の
見
え
る
箇
所
を
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
観
察
し
た
限
り
で
は
内
部
は
見
事
に
蛋
白
石
化
し

て
お
り
、
や
は
り
、
印
材
に
は
向
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
藤
里
郷
士
誌
」
（
藤
里
郷
士
誌
編
集
委
員
会
、
昭
伍
）
な
ど

で
は
、
こ
の
珪
化
木
を
「
メ
ノ
ウ
」
化
し
た
も
の
と
紹
介
し

て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
蛋
白
石
で
あ
る
。

稲
瀬
層
は
北
上
市
稲
瀬
町
に
あ
る
国
見
山
付
近
の
岩
相
を

標
準
に
し
て
付
け
ら
れ
た
名
称
で
、
「
北
は
矢
沢
か
ら
」
と

『
江
刺
市
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
花
巻
市
矢
沢

が
稲
瀬
層
の
北
限
と
な
っ
て
い
る
。
東
北
新
幹
線
新
花
巻
駅

付
近
が
矢
沢
地
区
で
あ
り
、
新
花
巻
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
宮
沢

賢
治
記
念
館
の
建
つ
胡
四
王
山
も
稲
瀬
層
で
あ
る
。
偶
然
で

は
あ
る
が
、
記
念
館
の
建
設
中
に
土
中
よ
り
珪
化
木
が
現
れ
、

し
か
も
見
事
な
木
化
蛋
白
石
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
は
現
在

で
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
記
念
館
の
テ
ラ
ス
に
置
か
れ
て
い

る
（
写
真
ｇ
）
。

清
水
孝
氏
が
季
刊
『
タ
ウ
ン
や
さ
わ
』
第
泌
号
（
矢
沢

四
、
花
巻
市
矢
沢
高
松
産
珪
化
木

観
光
開
発
協
議
会
、
平
旧
．
ｕ
）
に
、
「
や
さ
わ
の
珪
化
木

（
メ
ノ
ウ
）
」
と
題
し
て
、
矢
沢
地
区
か
ら
出
た
珪
化
木
に
つ

い
て
寄
稿
し
て
い
る
。
私
が
矢
沢
の
珪
化
木
の
存
在
に
つ
い

て
知
る
に
至
っ
た
経
緯
は
単
純
で
は
な
い
が
、
結
果
だ
け
述

べ
れ
ば
、
賢
治
が
江
刺
（
現
奥
州
市
）
の
岩
谷
堂
か
ら
採
取

し
た
珪
化
木
は
、
宮
沢
賢
治
記
念
館
の
あ
る
胡
四
王
山
か
ら

出
た
珪
化
木
と
は
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
美

し
い
木
化
蛋
白
石
で
あ
る
点
に
興
味
深
い
共
通
点
が
指
摘
で

き
る
。
清
水
氏
に
よ
れ
ば
、
「
昔
か
ら
高
松
、
駒
板
の
農
家

き
い
し

の
人
達
は
木
石
と
一
一
一
口
っ
て
庭
に
飾
っ
た
り
し
て
普
通
に
知
っ

て
い
ま
し
た
。
但
し
天
然
記
念
物
に
な
る
ほ
ど
の
大
き
い
も

の
（
「
藤
里
の
珪
化
木
」
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
さ
す
ｌ
注
・
鈴
木
）
が
出
な
か
っ
た
の
で
、

一
般
の
矢
沢
の
人
達
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
賢
治
が
「
矢
沢
の
珪
化
木
」
の
存
在
を
知
っ
て

い
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
示
す
資
料
は
な
く
、
偶
然
の
一
致

と
し
て
お
く
ほ
か
は
な
い
が
、
清
水
孝
氏
や
同
じ
高
松
に
お

住
ま
い
の
小
原
昇
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
珪
化
木
を
、
合
わ
せ
て
百
数
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
至
る
ほ
ど

３
の

４
３
１
Ｉ
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頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
賢
治
が
岩
谷
堂
で
採
取
し
た
珪

化
木
を
考
察
、
推
定
す
る
上
で
、
同
じ
稲
瀬
層
か
ら
出
た
珪

化
木
を
多
数
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上
も

な
く
幸
運
な
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。

か
っ
て
胡
四
王
山
に
宮
沢
賢
治
記
念
館
を
建
設
す
る

為
に
基
礎
工
事
を
し
て
い
た
ら
太
さ
二
○
ｍ
長
き
一
～

二
ｍ
位
の
桂
化
木
が
数
本
出
ま
し
た
が
当
時
の
市
役
所

の
教
育
委
員
会
の
面
々
は
全
く
無
関
心
で
し
た
の
で
殆

ど
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
施
工
会
社
の
好
意
で
径

一
五
ｍ
×
長
さ
一
ｍ
位
の
桂
化
木
一
本
が
賢
治
記
念
館

の
何
処
か
に
展
示
さ
れ
て
い
る
筈
で
す
。

そ
の
後
数
年
前
の
花
巻
、
釜
石
間
高
速
道
路
の
工
事

で
高
松
第
胡
地
割
（
上
駒
板
）
の
山
を
割
り
貫
い
た
時

に
も
大
量
に
桂
化
木
が
出
て
き
ま
し
た
。
早
速
市
役
所

に
も
知
ら
せ
ま
し
た
が
全
然
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
太
言
は
直
径
一
ｍ
位
の
物
も
出
ま
し
た
が
工
事
の

方
法
が
発
破
を
掛
け
て
砕
き
ま
し
た
の
で
殆
ど
は
砕
け

て
し
ま
っ
て
原
型
の
侭
の
出
土
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
頂
戴
し
た
り
し
た
珪
化
木
の

多
く
は
、
木
化
蛋
白
石
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
国
立
科
学
博
物
館
の
宮
脇
律
郎
氏

（
地
学
研
究
部
・
鉱
物
科
学
研
究
グ
ル
ー
プ
）
に
、
見
か
け

の
異
な
る
三
点
の
標
本
（
写
真
Ⅲ
～
旧
）
を
Ｘ
線
回
折
分
析

と
薄
片
の
偏
向
顕
微
鏡
観
察
で
調
べ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

「
こ
れ
ら
の
標
本
は
非
晶
質
を
主
体
と
し
、
極
小
粒
の
ト
リ

ジ
マ
イ
ト
、
極
小
粒
の
ク
リ
ス
ト
バ
ル
石
、
場
合
に
よ
り
極

小
粒
の
石
英
を
含
む
標
本
と
言
え
ま
す
」
「
結
論
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
標
本
３
点
は
珪
化
木
の
蛋
白
石
と
言
っ
て
も
良
い
、

と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
」
と
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。し
か
し
、
木
化
蛋
白
石
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
や

色
や
形
態
が
あ
り
、
と
て
も
三
点
で
標
本
全
体
を
代
表
さ
せ

そ
れ
で
も
工
事
関
係
の
人
た
ち
は
珍
し
が
っ
て
相
当
量

持
ち
帰
っ
た
よ
う
で
す
。
上
駒
板
公
民
館
に
も
重
さ
百

囎
程
の
も
の
が
一
個
記
念
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

（
前
出
『
タ
ウ
ン
や
さ
わ
乞

142

(35）



宮沢畷治文学における地学的想像力（二）
－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
宮
脇
律
郎
氏
に
調
べ
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
標
本
の
鉱
物
と
し
て
の
鑑
定
で
あ
る
。
岩

谷
堂
産
の
珪
化
木
と
比
較
す
る
た
め
に
は
、
全
標
本
を
系
統

立
て
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
最
低
限
、
樹
種
の
同

定
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
別
稿
（
前
出
）
で
触
れ

た
が
、
珪
化
木
に
関
し
て
樹
種
の
同
定
の
で
き
る
専
門
家
は

日
本
に
二
人
し
か
お
ら
ず
、
同
定
作
業
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
だ
け
で
も
大
変
な
事
情
が
あ
る
。
幸
い
、
国
立
科

学
博
物
館
へ
寄
贈
（
寄
贈
者
名
、
清
水
孝
・
小
原
昇
）
し
た

九
点
の
標
本
に
関
し
て
だ
け
は
、
地
学
研
究
部
生
命
進
化
史

研
究
グ
ル
ー
プ
の
植
村
和
彦
氏
の
ご
好
意
で
、
福
井
県
立
恐

竜
博
物
館
の
寺
田
和
雄
氏
に
樹
種
の
同
定
依
頼
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
マ
ツ
科
・
ス
ギ
科
・
ツ
ッ
ジ
科
・
コ
ナ
ラ
・
ブ

ナ
・
サ
ワ
グ
ル
ミ
と
、
八
点
中
六
つ
の
タ
イ
プ
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
、
こ
れ
は
材
化
石
群
と
し
て
は
多
様
性
に
富
む
群
集

と
い
え
る
こ
と
（
通
常
は
、
一
種
類
か
多
く
て
こ
～
’
一
一
種
類

と
い
う
こ
と
が
多
い
）
が
判
明
し
た
。
一
点
は
樹
の
細
胞
の

形
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
樹
種
の
同
定
が
不
能
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
今
回
の
同
定
は
簡
易
な
も
の
で
、
正
確
に
は
珪
化
木

を
横
・
縦
・
斜
め
の
一
一
一
方
向
か
ら
切
断
し
、
三
種
の
薄
片
を

作
成
し
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

植
村
氏
か
ら
、
矢
沢
高
松
産
の
珪
化
木
は
、
樹
種
が
豊
富
で

あ
り
、
さ
ら
に
新
た
な
樹
種
も
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
、
今

後
時
間
を
か
け
科
学
博
物
館
で
薄
片
作
り
作
業
を
行
い
、
最

終
的
に
は
恐
竜
博
物
館
の
寺
田
和
雄
氏
の
協
力
を
得
た
う
え

で
正
確
な
樹
種
の
同
定
を
行
い
た
い
と
の
意
向
が
示
き
れ
た
。

そ
こ
で
、
私
の
手
元
に
あ
る
珪
化
木
を
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど

国
立
科
学
博
物
館
に
お
預
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
樹
の
細

胞
が
全
く
見
え
な
い
標
本
は
薄
片
を
作
成
し
て
も
意
味
が
な

い
の
で
、
手
元
に
残
し
て
あ
る
。
矢
沢
高
松
産
珪
化
木
の
多

様
性
を
示
す
標
本
と
し
て
、
さ
ら
に
八
点
ほ
ど
写
真
で
紹
介

し
て
お
き
た
い
（
写
真
旧
～
朗
）
。

今
の
段
階
で
断
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
珪
化
木
の

蛋
白
石
化
の
意
味
で
は
、
岩
谷
堂
産
も
矢
沢
高
松
産
も
、
ほ

ぼ
同
質
に
感
じ
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
い
わ
ゆ
る

「
メ
ノ
ウ
化
」
し
た
珪
化
木
（
蛋
白
石
化
と
判
断
さ
れ
る
が
）

も
、
岩
谷
堂
産
同
様
、
矢
沢
高
松
産
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

写
真
５
，
８
と
写
真
ｇ
、
Ⅲ
、
佃
、
伯
が
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

１
Ｊ

４
稲
１
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木
目
が
美
し
く
残
っ
て
い
る
写
真
１
，
２
と
写
真
川
に
も
共

通
性
が
見
出
せ
る
。
写
真
６
に
あ
た
る
珪
質
（
石
英
）
化
し

た
珪
化
木
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
も
の
を
矢
沢
高
松
産
か
ら

複
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
標
本
は
科
学
博

物
館
に
寄
贈
し
た
標
本
、
貸
与
中
の
標
本
の
中
に
あ
り
、
こ

こ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

樹
種
に
関
し
て
だ
が
、
岩
谷
堂
産
は
全
て
が
「
セ
コ
イ

ア
・
セ
ン
パ
ー
ビ
レ
ン
ス
」
と
同
定
き
れ
て
お
り
（
前
出

資
料
）
、
矢
沢
高
松
産
の
多
様
な
樹
種
と
の
相
違
は
大
き
い
。

同
じ
地
質
時
代
で
も
わ
ず
か
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距

離
の
違
い
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
樹
種
の
相
違
を
生
じ

さ
せ
た
の
か
、
専
門
家
に
任
す
べ
き
課
題
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
写
真
旧
～
別
な
ど
の
標
本
は
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で

は
も
と
が
木
で
あ
っ
た
こ
と
す
ら
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
変
化

し
て
お
り
、
も
と
の
木
は
何
だ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
色
に
な
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
判
断
不
能
と
し
て
お
く

ほ
か
な
い
。
ま
た
、
岩
谷
堂
産
の
場
合
は
、
樹
種
の
同
定
と

い
っ
て
も
時
期
的
に
か
な
り
以
前
の
段
階
の
も
の
で
、
樹
種

の
同
定
に
関
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
今
日
的
レ
ベ
ル
で
再
鑑

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

も
う
少
し
数
多
く
の
標
本
を
調
査
で
き
れ
ば
、
ま
た
異
な
っ

た
種
類
の
木
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
「
え
さ
し
郷
士
文
化
館
」
学
芸
員
・
野
坂
晃
平
氏
の
お

話
に
よ
れ
ば
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
は
今
回
私
が
紹
介
し

た
も
の
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

岩
谷
堂
産
の
珪
化
木
で
調
査
し
え
た
標
本
に
か
ぎ
っ
た
場

合
、
賢
治
が
将
来
の
夢
を
託
し
た
木
化
蛋
白
石
に
〈
印
材
〉

と
し
て
の
適
性
は
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
が
、
範
囲

を
矢
沢
高
松
産
の
珪
化
木
に
広
げ
て
考
え
た
場
合
少
し
異

な
っ
た
賢
治
の
将
来
が
浮
か
ん
で
く
る
。
科
学
博
物
館
で
鑑

定
し
て
い
た
だ
い
た
三
点
の
珪
化
木
は
、
ほ
ぼ
全
体
が
蛋
白

石
で
あ
る
と
の
結
果
な
の
で
や
は
り
〈
印
材
〉
と
し
て
は
不

適
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
多
く
の
標
本
の
中
の
い

く
つ
か
は
〈
印
材
〉
と
し
て
の
適
性
を
持
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
写
真
別
が
そ
の
一
つ
だ
が
、

百
パ
ー
セ
ン
ト
蛋
白
石
と
い
う
の
で
は
な
く
、
か
な
り
の
割

五
、
賢
治
の
夢
（
印
材
と
し
て
の
可
能
性
）

140

(37）



富沢賢治文学における地学的想像力（二）
－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

合
で
石
英
を
含
む
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
素
材
の
美

観
と
硬
度
と
を
兼
ね
備
え
た
標
本
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
賢
治
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
み
る
べ
く
、
写
真
別
を

本
学
教
授
の
鈴
木
右
衛
門
氏
（
美
術
・
石
彫
）
に
お
願
い
し
、

氏
が
ア
ト
リ
エ
に
お
持
ち
の
巨
大
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ

タ
ー
で
、
立
方
体
に
切
り
落
と
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、

そ
れ
を
印
鑑
の
機
械
彫
り
専
門
店
に
依
頼
し
、
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
四
方
の
面
に
、
豪
書
体
で
凸
型
に
「
宮
沢
賢
治
」

と
彫
り
こ
ん
で
も
ら
っ
た
。
写
真
皿
が
そ
れ
で
あ
る
。
何
度

押
し
て
も
字
の
欠
け
る
こ
と
は
な
く
、
十
分
に
印
鑑
と
し
て

の
使
用
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ

し
、
石
の
目
の
粗
ざ
の
関
係
で
、
細
か
い
字
を
掘
り
こ
む
に

機
械
彫
り
を
依
頼
し
た
判
子
屋
店
主
の
話
で
は
、
刻
む
前

の
工
程
で
あ
る
面
取
作
業
が
、
石
材
の
硬
さ
に
よ
り
予
想
外

に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
、
た
だ
字
を
彫
む
こ
と
自
体
に
は

困
難
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
珪
化
木
も
元
の
木
と

同
じ
よ
う
に
、
年
輪
に
対
し
横
に
切
る
よ
り
縦
に
切
る
方

が
容
易
な
よ
う
で
あ
る
。
押
し
た
感
じ
を
専
門
家
の
立
場

し
、
石
の
目
の
粗
ざ
の
関
毎

は
不
適
で
あ
る
と
感
じ
た
。

か
ら
ど
う
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
中
の
下
」
と
い
う
お
返

事
だ
っ
た
。
印
鑑
の
素
材
と
し
て
は
、
木
で
は
柘
や
楓
、
動

物
で
は
象
牙
や
水
牛
の
角
、
鉱
物
で
は
鴉
瑠
や
水
晶
な
ど
が

一
般
的
だ
が
、
賢
治
の
考
案
し
た
岩
谷
堂
産
木
化
蛋
白
石
は
、

印
材
と
し
て
の
商
品
価
値
と
し
て
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
だ
ろ
う
か
、
木
化
蛋
白
石
に
つ
い
て

そ
の
後
書
簡
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

最
後
と
な
っ
た
が
、
江
刺
郷
士
文
化
館
、
国
立
科
学
博
物

館
、
盛
岡
サ
イ
エ
ン
ス
の
関
係
各
氏
、
花
巻
市
矢
沢
の
清
水

孝
氏
、
小
原
昇
氏
、
本
学
教
授
の
鈴
木
右
衛
門
氏
の
ご
協
力

に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
了
）

139

(38）



文教大学言語と文化第20号

〕

勘

罵蕊！

憾
繊
鰯

辮
‐
、
沙

写真１

写真２

８
１

３
羽
１
く



宮沢賢治文学における地学的想像力（=）

－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

写真３

増

．{３

０聾

【

、＝

い、》ず鰄
守

硅化木

埼谷数mmL寺

写真４

７
１

３
蛆
１
く



文教大学言語と文化第20号

写真５

写真６

６
１

３
匁
１
く



宮沢lfY治文学における地学的想俶像力（二）

－基礎端・珪化木（Ⅱ）－

熱
ﾛ

【

i1霧iiill篝iiliili
草

田

|￣

や

ザ蝋…も趨愚

尹
翌

畦
１
Ⅱ

Ｐ

ダダ

写真７

写真８

５
１

３
蛆
１
く



文教大学言語と文化第20号

lilllllliIlIllilllllllllllllllliIlllllIli1lillllllllllill1liiliil
写真９

写真1０

－１３４－

（43）



宮沢瞬治文学における地学的想像力（二）

－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

鑿iii篝藪
'

悪」
~零

目咄

写真1１

熟，

Ｉ

写真1２

３
１

３
坐
１
く



文教大学言語と文化第20号

１

〃

写真1３

写真1４

２
１

３
蛆
１
Ｉ



宮沢賢治文学における地学的想像力（二）
一基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

写真1５

写真1６

１
１

３
妬
１
く



文教大学言語と文化第20号

写真1７

￣

，l

rH

Ｉ
､

ユ

■

馴
…

山

』

■－－

ケ

ール

一戸
一

墜謹i童繍

写真1８

０
１

３
⑬
１
く



宮沢賢治文学における地学的想像力（二）

－基礎篇・珪化木（Ⅱ）－

写真1９

写真2０

９
Ｊ

２
蛆
１
く



文教大学言語と文化第20号

写真2１

諭蝋

写真2２

８
帥

２
４
１
く




